
四
五
〇
年
記
念

古
田
織
部
正

家
来
　
田
中
頼
助

養
老
町
室
原
に
い
た

（古田織部正重然木像・京都輿聖寺蔵）



福源寺

養
老
町
室
原
の
福
源
寺

昔
、
室
原
は
不
破
郡
で
あ
っ
た
。
水
田
沖
を
隔
て
南
郡
境

の
離
れ
島
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
て
、
安
住
の
地
と
で
も
い

え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
聚
落
の
中
央
に
氏
神
熊
野
神
社
と
隣

合
せ
に
古
い
福
源
禅
寺
が
あ
る
面
積
約
五
十
ア
ー
ル
の
広
い

境
内
で
あ
る
。
創
立
は
過
去
帳
に
文
明
七
（
一
四
七
五
）
年

の
法
名
が
の
っ
て
い
る
の
で
そ
れ
以
前
で
あ
ろ
う
。
本
尊
は

藤
原
時
代
作
の
聖
観
音
で
県
の
重
文
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

室
原
は
江
戸
時
代
ま
で
は
こ
の
福
源
寺
を
中
心
に
武
家
や

た
か
も
ち

浪
人
、
武
士
を
や
め
た
髙
持
百
姓
等
が
集
り
住
ん
で
い
る
特

異
な
農
村
聚
落
で
あ
っ
た
。

古
田
織
部
は
天
文
十
一
年
に
土
岐
氏
が
滅
び
た
後
、
天
文

十
三
（
一
五
四
四
）
年
に
本
巣
山
口
城
で
生
れ
、
永
禄
十

（
一
五
六
七
）
年
に
信
長
、
天
正
十
（
一
五
八
二
）
年
に
秀

吉
に
従
う
。
天
正
十
八
年
頃
は
不
破
郡
豊
臣
領
代
官
と
し
て
、

不
破
郡
に
出
入
が
頻
繁
に
な
っ
た
、
家
来
の
田
中
頼
助
の
い

る
室
原
に
も
寄
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
だ
ろ
う
。
織
部
が
一

時
、
室
原
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
や
そ
の
間
に
福
源
寺
の
檀

那
に
な
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
文
章
も
残
っ
て
い
る
。



発
刊
の
こ
と
ば

安
土
桃
山
時
代
の
武
人
で
あ
り
茶
人
で
あ
る
古
田
織
部
の

出
身
地
は
岐
阜
県
本
巣
郡
本
巣
町
な
の
で
県
内
の
古
田
織
部

ゆ
か
り
の
町
村
で
は
生
誕
四
百
五
十
年
を
記
念
し
色
々
な
行

事
を
行
っ
て
い
る
。
養
老
町
に
お
い
て
も
大
茶
会
を
催
す
予

定
と
聞
い
て
い
る
。

本
町
が
、
織
部
の
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
こ
と
は
、
戦
国
の

世
に
織
部
の
家
来
田
中
頼
助
が
室
原
に
居
た
関
係
も
あ
っ
て
、

織
部
が
こ
の
地
に
居
住
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

私
は
三
十
五
年
程
前
に
室
原
史
を
作
っ
た
が
、
そ
の
と
き

の
織
部
の
勉
強
は
不
充
分
で
し
た
。
そ
の
後
多
く
の
人
に
よ
っ

て
調
べ
ら
れ
て
、
だ
ん
だ
ん
明
か
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

特
に
県
資
料
館
長
の
丸
山
幸
太
郎
先
生
の
著
書
「
古
田
織
部
」

は
参
考
に
な
っ
た
。

私
も
織
部
と
家
来
田
中
頼
助
の
室
原
と
の
ゆ
か
り
を
ま
と

め
て
お
く
好
期
と
思
い
、
九
十
歳
の
高
齢
に
鞭
を
打
っ
て
、

冊
子
に
ま
と
め
る
こ
と
に
し
た
。
田
中
頼
助
の
子
孫
と
い
わ

れ
る
田
中
一
統
の
方
が
た
や
室
原
の
人
は
勿
論
の
こ
と
、
多

く
の
町
民
の
皆
様
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
な
ら
ば
幸
で
あ
る
。

目
次

古
田
織
部
・
家
来
田
中
頼
助
と
養
老
町
室
原

一
 
古
田
織
部
正
と
い
う
名
前
に
つ
い
て

二
 
何
年
に
ど
こ
で
生
れ
た
か

三
 
古
田
織
部
の
動
き

四
 
茶
道
の
古
田
織
部

五
 
古
田
織
部
、
家
来
田
中
頼
助
が
室
原
に
居
住

平
成
十
一
年
秋

安

福

彦

七



お

り

べ

の

か

み

　

　

　

　

よ

り

す

け

古
田
織
部
正
・
家
来
田
中
頼
助
と
養
老
町
室
原

一
古
田
織
部
正
と
い
う
名
前
に
つ
い
て

し
げ
な
り

古
田
重
然
を
通
常
古
田
織
部
正
と
呼
ん
で
い
る
が
、
又
、

い
ん
き
ょ

隠
居
し
て
か
ら
は
自
ら
「
正
」
を
つ
け
ず
に
織
部
と
の
み
書

い
た
り
、
呼
ん
だ
り
し
た
。
信
長
が
天
正
十
年
に
本
能
寺
の

変
で
倒
れ
て
後
、
秀
吉
に
仕
え
て
、
同
十
三
年
七
月
、
従
五

じ
ょ
に
ん

位
下
織
部
正
に
叙
任
さ
れ
山
城
国
の
西
の
岡
城
主
三
万
五
千

石
を
支
配
し
た
。
そ
の
織
部
の
正
と
は
、
大
蔵
省
所
管
の
官

め

ん

　

あ

や

 

つ

む

ぎ

　

ら

司
で
綿
・
綾
・
紬
・
羅
な
ど
高
級
衣
料
を
織
り
、
ま
た
染
物

を
掌
る
役
所
の
長
官
で
あ
っ
て
、
こ
の
官
職
名
か
ら
出
た
名

か
げ
や
す

前
で
あ
る
、
幼
名
、
通
称
名
は
「
佐
助
」
、
実
名
は
「
景
安
」

し
げ
な
り

つ
い
で
重
然
と
名
乗
っ
た
。

二
 
何
年
に
ど
こ
で
生
れ
た
か

美
濃
国
山
口
城
主
古
田
重
安
の
弟
重
定
の
子
と
し
て
天
文

十
三
（
一
五
四
四
）
年
に
生
れ
る
幼
名
佐
介
（
佐
助
）
、
出

生
地
の
現
在
名
は
本
巣
郡
本
巣
町
山
口
と
い
う
。

山
口
城
跡
。
古
く
は
梶
原
景
時
が
在
城
し
た
と
い
わ

れ
る
。
そ
の
後
、
戦
国
、
江
戸
時
代
初
期
に
は
古
田
氏

の
居
城
で
あ
っ
た
。
場
所
は
権
現
山
。

大
薮
は
山
口
城
主
館
跡
と
推
定
さ
れ
る
（
本
巣
町
教

委
調
査
）
。
千
貫
薮
と
も
い
う
。
大
字
山
口
の
字
髙
崎

に
東
西
二
〇
〇
m
、
南
北
一
五
〇
m
の
竹
林
が
あ
る
。

山
口
の
人
は
、
そ
れ
を
「
土
居
薮
と
呼
ん
で
い
る
。
そ

し
て
城
主
居
館
跡
と
推
定
し
た
。

三
 
古
田
織
部
の
動
き

信
長
、
秀
吉
、
家
康
の
三
代
に
仕
え
る
。

年
号
　
西
暦
歳

天
文
一
一
 
一
五
四
二

一
三
 
一
五
四
四
 
1

永
禄
一
〇
 
一
五
六
七
 
2
4

一
一
 
一
五
六
八
 
2
5

一
二
 
一
五
六
九
 
2
6

天
正
六
 
一
五
七
八
 
3
3

一
○
 
一
五
八
二
 
3
9

一
一
 
一
五
八
三
 
4
0

一
二
 
一
五
八
四
 
4
1

一
三
 
一
五
八
五
 
4
2

天
正
一
五
 
一
五
八
七
 
4
4

織
部
と
そ
の
関
係
の
動
き

斎
藤
道
三
が
土
岐
頼
芸
を
攻
め
美
濃
を
押
領
す
る
。

古
田
織
部
は
山
口
城
主
古
田
重
安
の
弟
重
定

の
子
と
し
て
生
れ
る
。

信
長
美
濃
平
定
。
古
田
佐
助
は
信
長
に
従
う
。

信
長
は
足
利
義
昭
を
奉
じ
入
洛
、
古
田
佐
助

は
従
軍
す
る
。

佐
助
・
茨
木
城
主
中
川
清
秀
の
妹
せ
ん
と
結

婚
、
中
川
家
の
家
老
職
を
継
続
す
る
。

荒
木
村
重
叛
乱
に
中
川
清
秀
が
味
方
し
た
の
で
佐

助
は
信
長
に
味
方
す
る
よ
う
、
と
き
ふ
せ
る
。

本
能
寺
の
変
後
山
崎
合
戦
に
中
川
軍
に
従
い

光
秀
を
討
つ
。

賎
ヶ
岳
の
戦
い
で
中
川
清
秀
戦
死
。
後
継
秀

政
の
後
見
人
と
な
る
。

小
牧
山
の
戦
い
に
は
秀
吉
に
従
軍
す
る
。

根
來
、
雑
賀
、
四
国
攻
に
従
軍
す
る
。
従
五
位

下
織
部
正
任
官
し
、
山
城
国
西
岡
城
主
三
万
五

千
石
の
知
行
を
受
け
る
。

秀
吉
の
九
州
攻
め
に
従
軍
。
九
月
京
都
聚
落

第
へ
大
阪
城
よ
り
移
る
。
十
月
秀
吉
は
北
野



大
茶
会
。
利
休
・
織
部
等
大
活
躍
。

一
八
 
一
五
九
○
 
4
7
 
秀
吉
小
田
原
攻
め
、
関
東
従
軍
。
八
月
利
休
と
熱

海
入
湯
、
九
月
帰
陣
。
美
濃
国
不
破
郡
豊
臣
領
代

官
と
し
て
榎
戸
村
へ
十
月
、
十
二
月
今
須
妙
応
寺

へ
書
状
発
行
。

天
正
時
代
に
於
い
て

文
禄
一
 
一
五
九
二
 
4
9

三
 
一
五
九
四
 
5
1

慶
長
二
 
一
五
九
七
 
5
4

三
 
一
五
九
八
 
5
5

五
 
一
六
〇
〇
 
5
7

二
○
 
一
六
一
五
 
7
2 古

田
織
部
の
家
臣
田
中
頼
助
は
室
原
に
居
住
、
福

源
寺
の
檀
那
、
そ
の
時
に
織
部
が
室
原
へ
来
て
居

住
し
福
源
寺
檀
那
と
な
る
。
こ
の
期
間
に
福
源
寺

再
興
に
力
を
つ
く
し
た
と
い
う
。

朝
鮮
出
兵
、
秀
吉
九
州
名
護
屋
へ
行
く
。

織
部
も
秀
吉
に
従
が
う
。

文
禄
三
・
二
・
十
一
日
付
（
養
老
町
室
原
福
原
寺

過
去
帳
）
古
田
織
部
の
家
臣
・
春
田
院
瑞
中
見
龍

居
士
・
俗
名
田
中
頼
助
。

第
二
次
朝
鮮
出
兵

岡
城
主
を
実
子
重
嗣
に
ゆ
ず
り
茶
道
に
は
げ
む
。

関
ヶ
原
戦
争
に
織
部
東
軍
に
つ
く
。

田
中
頼
助
の
実
子
頼
助
は
戦
争
に
参
加
し
年

を
経
て
室
原
へ
帰
る
。

織
部
切
腹
に
よ
り
没
す
。

四
 
茶
道
の
古
田
織
部

古
田
織
部
が
茶
の
湯
の
世
界
へ
入
る
の
は
、
父
重
定
の
影

響
に
よ
る
。
信
長
に
仕
え
た
頃
か
ら
信
長
の
茶
会
に
出
席
。

利
休
は
織
部
の
師
で
あ
っ
た
。

秀
吉
時
代
は
初
め
て
賤
ヶ
岳
の
戦
い
後
の
茶
会
に
出
席
し

て
い
る
。
家
康
時
代
は
茶
道
の
第
一
人
者
と
な
っ
て
将
軍
の

指
導
者
も
勤
め
る
に
至
っ
た
。

織
部
は
明
る
い
華
や
か
な
多
種
多
様
な
焼
物
で
身
分
に
上

下
な
く
、
開
放
的
合
理
的
で
自
然
の
ま
ま
を
尊
重
し
た
茶
の

湯
を
展
開
し
桃
山
文
化
を
リ
ー
ド
し
た
。

五
 
古
田
織
部
と
家
来
田
中
頼
助
が
室
原
に
居
住

1
 
室
原
に
古
田
織
部
の
家
臣
田
中
頼
助
が
居
住
し
て
い
た

関
係
で
織
部
も
こ
の
室
原
に
し
ば
ら
く
滞
在
し
て
い
た
。
次

の
よ
う
な
内
容
の
古
文
書
が
あ
る
。

「
美
濃
国
の
国
司
で
あ
る
土
岐
氏
に
仕
え
て
い
た
古
田
は
土

岐
氏
が
天
文
十
一
年
に
滅
亡
後
、
天
正
年
中
に
織
部
の
家
臣

ち
つ
き
ょ

田
中
頼
助
も
室
原
村
に
蟄
居
同
じ
く
織
部
も
蟄
居
す
。
又
そ

い
ば
ら
ぎ

の
後
茨
木
の
中
川
清
秀
の
家
臣
と
な
り
大
坂
へ
移
住
す
る
。

後
に
田
中
頼
助
は
室
原
に
残
り
住
む
。
そ
の
実
子
頼
助
は
慶

長
五
年
関
ヶ
原
戦
争
に
参
加
し
西
軍
敗
れ
、
退
去
し
て
し
ば

ら
く
間
を
お
い
て
室
原
へ
帰
る
。
そ
の
間
の
事
は
不
明
で
あ

る
が
古
田
氏
当
村
に
居
住
中
当
福
源
寺
の
檀
那
と
な
っ
た
。

今
は
岡
城
主
の
家
老
職
で
あ
る
。
先
年
旧
縁
の
人
が
こ
の
事

を
尋
ね
、
又
書
面
に
よ
っ
て
古
田
織
部
と
田
中
氏
の
こ
と
が

よ
く
わ
か
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
室
原
福
源
寺

慶
応
三
丁
夘
中
春
吉
旦
　
六
十
七
雨
景
瑞
　
印

（
室
原
福
源
寺
過
去
帳
）

文
禄
三
甲
午
二
月
十
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
古
田
織
部
家
臣
）

春
田
院
瑞
中
見
龍
居
士
　
俗
名
　
田
中
頼
助



2
古
田
織
部
の
家
臣
「
田
中
頼
助
」
の
出
処
と
子
孫

養
老
町
室
原
（
昭
和
三
十
年
町
村
合
併
、
以
前
は
不
破
郡
）

の
福
源
寺
の
過
去
帳
に
の
っ
て
い
る
古
田
織
部
の
家
臣
田
中

頼
助
が
室
原
に
い
た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
天
正
十
八
年

（
一
五
九
〇
）
織
部
が
不
破
郡
内
、
豊
臣
氏
直
轄
地
の
代
官

を
し
て
い
た
（
あ
る
い
は
領
主
で
あ
っ
た
）
関
係
で
、
主
従

関
係
が
で
き
た
の
か
、
そ
れ
以
前
か
ら
主
従
関
係
に
あ
っ
た

の
か
わ
か
ら
な
い
。

石
津
・
多
芸
・
安
八
に
勢
力
を
張
る
高
木
氏
の
配
下
に
、

田
中
真
吾
、
木
村
十
兵
衛
等
が
い
た
こ
と
は
判
明
し
て
い
る

（
県
歴
史
資
料
館
資
料
）
。
口
ヶ
島
に
は
、
慶
長
の
こ
ろ
田
中

彦
七
と
い
う
武
士
が
お
り
（
養
老
町
通
史
下
）
、
牧
田
川
流

域
の
土
豪
・
地
侍
の
田
中
氏
が
織
部
の
家
臣
で
あ
っ
た
か
と

み
ら
れ
る
。

（
こ
の
項
、
丸
山
幸
太
郎
先
生
著
、
本
巣
町
刊
行
「
古
田
織

部
誕
生
四
五
〇
年
祭
記
念
誌
よ
り
）

田
中
頼
助
は
前
述
の
過
去
帳
に
よ
っ
て
室
原
に
居
住
し
文

禄
三
年
に
没
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
実
子
頼
助
は
関
ヶ

原
戦
争
の
時
退
居
し
年
暦
を
経
て
帰
郷
し
て
い
る
が
、
そ
の

後
の
様
子
は
わ
か
ら
な
い
。
室
原
に
は
福
源
寺
近
く
に
十
数

軒
の
田
中
姓
を
名
乗
る
家
が
あ
る
。
こ
れ
を
田
中
一
統
と
称

し
、
田
中
頼
助
の
子
孫
と
い
わ
れ
て
い
る
。

3
「
古
田
家
物
語
」
筆
者
　
古
田
恒
二
氏

右
の
刷
子
を
昭
和
六
十
年
頃
見
た
が
最
近
で
は
平
成
七
年

の
丸
山
幸
太
郎
先
生
著
「
古
田
織
部
」
と
い
う
本
に
も
同
じ

内
容
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
古
田
家
物
語
」

の
著
書
古
田
恒
二
氏
が
室
原
福
源
寺
を
訪
問
し
た
数
日
後
、

檀
家
総
代
と
名
乗
る
老
人
二
人
が
来
て
、
山
門
に
一
個
の
木

像
が
あ
り
、
そ
の
台
座
に
「
開
基
古
田
織
部
正
」
と
刻
ん
で

あ
っ
た
の
で
大
切
に
供
養
す
る
こ
と
に
し
た
。
と
の
報
告
を

受
け
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
、
二
十
数
年
後
に
確
か
め
た
く

福
源
寺
を
再
度
訪
れ
た
が
、
す
で
に
そ
の
木
像
の
所
在
は
わ

か
ら
な
く
な
っ
て
い
た
。

ま
と
め

4
以
上
二
つ
の
文
章
の
内
一
の
方
で
は
、
古
田
織
部
が
室

原
に
居
た
時
に
福
源
寺
の
檀
那
に
な
っ
て
い
た
こ
と
、
又
、

二
の
「
古
田
家
物
語
」
に
於
て
は
山
門
に
古
田
織
部
の
木
像

が
あ
っ
て
、
開
基
と
彫
っ
て
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
織
部
の

家
来
田
中
頼
助
が
室
原
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
等
を
併
せ
考

え
る
と
織
部
も
こ
こ
に
住
ん
で
い
た
こ
と
も
信
じ
ら
れ
る
。

そ
の
間
に
衰
え
て
い
た
禅
寺
を
見
て
再
興
に
貢
献
し
て
い
た

こ
と
も
当
然
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
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